
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
貯
金
な
し 

株
証
券
な
し 

被
害
な
し
）
（
子
離
れ
を 

し
た
頃
亭
主 

家
に
い
る
） 

（
ス
ー
パ
ー
の 

チ
ラ
シ
が
妻
の 

円
相
場
）
（
親
離
れ 

子
離
れ
後
は 

会
社
だ
け
） 

 

永
年
に
わ
た
り
、
連
合

中
越
見
附
支
部
の
支
部
長

を
勤
め
ら
れ
、
見
附
繊
維

労
働
組
合
の
委
員
長
退
任

後
も
支
部
の
顧
問
と
し
て

ご
指
導
を
頂
い
て
い
た
川

島
和
男
氏
が
１
０
月
２
日

ご
逝
去
さ
れ
た
。 

 
 

 

名
実
共
に
地
域
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
川
島
和

男
氏
は
６
７
才
と
い
う
若

さ
で
突
然
の
こ
と
と
て
極

め
て
残
念
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。 

 

こ
の
間
、
厳
し
い
環
境

下
で
の
労
働
運
動
に
お
い

て
も
、
川
島
氏
が
加
わ
る

こ
と
で
全
体
が
明
る
く
な

り
、
元
気
に
励
ま
さ
れ
た

局
面
は
数
知
れ
ま
せ
ん
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
欲
し
い

と
心
よ
り
念
じ
ま
す
。 合

掌 

(1)第620号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協   毎月3回(1日･11日･21日発行)2008年10月11日 
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昨
年
の
競
技
種
目
は
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
四
人
一
組
で

実
施
さ
れ
た
が
、
今
年
は 

よ
り
多
く
の
組
合
員
が
気

軽
に
参
加
出
来
る
よ
う
に

一
名
か
ら
の
参
加
受
け
入

れ
で
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

当
日
の
競
技
ル
ー
ル
は
、

個
人
戦
で
二
ゲ
ー
ム
行

い
、
女
性
に
は
ハ
ン
デ
ィ

れ
る
。 

 

も
う
一
つ
の
組
合
は
、

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
参
加
の
単
組

で
、
帝
国
石
油
労
働
組
合

が
会
社
の
機
構
改
革
に
よ

り
解
散
し
て
、
新
労
組
と

し
て
国
際
石
油
開
発
帝
石

労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、

同
労
組
長
岡
支
部
と
し
て

１
０
月
８
日
に
結
成
大
会

が
開
催
さ
れ
た
も
の
。
石

油
や
ガ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ 

ー
開
発
に
関
わ
る
再
編
整

備
と
の
関
わ
り
に
よ
る
。 

 

両
組
合
と
も
、
地
域
労

働
運
動
・
連
合
中
越
の
活

動
に
参
加
し
て
お
り
、
今

後
、
新
た
な
枠
組
み
の
中

で
の
活
躍
と
躍
進
が
期
待

さ
れ
る
。 

れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
お

手
伝
い
頂
き
ま
し
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

迎
え
た
玉
川
マ
シ
ナ
リ
ー

労
組
は
、
１
０
月
１
日
の

定
期
大
会
で
基
幹
労
連
・

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
労
働
組

合
総
連
合
会
に
合
流
し
た

後
、
最
初
の
定
期
大
会
を

開
催
し
た
。

三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
総
連
に

加
盟
し
て
の

新
た
な
団
結

と
前
進
が
確

認
さ
れ
た
。 

 

連
合
中
越

内
で
の
基
幹

労
連
は
、
北

越
メ
タ
ル
労

組
、
北
越
興

業
労
組
に
続

く
３
番
目
の

組
織
と
な
り

連
携
し
た
活

動
が
期
待
さ 

 

連
合
組
合
員
の
青
年
・

女
性
の
活
動
交
流
と
親
睦

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
（
青
年
委
員

会
・
女
性
委
員
会
）
が
主
催

し
て
実
施
さ
れ
た
。
日
頃
、

職
場
の
違
い
か
ら
一
緒
に

活
動
で
き
な
い
仲
間
が
一

堂
に
会
し
て
、
良
い
汗
を

か
い
た
。  

加
募
集
の
期
間
が
十
分
に

取
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
紙
面
を
借
り
て

お
詫
び
致
し
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
は
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

組
合
員
が
交
流
を
深
め
ら

れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
く

方
針
。
そ
の
際
は
よ
り
多

く
の
参
加
が
な
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。
当
日
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲 

 

企
業
の
再
編
・
機
構
改

革
な
ど
に
よ
り
新
た
に
二

つ
の
組
合
が
名
称
変
更
、

産
別
整
理
な
ど
が
行
わ
れ

た
。 

 

第
六
二
回
定
期
大
会
を
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発行人 矢島 良彦 

定 価 １部１０円 

●
何
や
ら
小
生
に
は
理
解

し
が
た
い
「
素
粒
子
」
の

研
究
で
、
日
本
人
３
人
が

同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
の
受
賞
発
表
が
な
さ
れ

た
。 

●｢

素
粒
子
に
質
量｣

「
基

礎
粒
子
ク
ォ
ー
ク
は
６
種

類
」
と
い
う
意
味
は
分
ら

な
い
が
何
か
凄
い
ら
し

い
？
と
い
う
感
じ
。 

●
た
だ
、
こ
れ
だ
け
は
胸

に
ジ
ン
と
き
た
。
南
部
氏

が
こ
の
理
論
を
提
唱
し
た

の
は
５
０
年
前
、
小
林
・

益
川
氏
の
理
論
は
３
５
年

前
に
提
唱
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

よ
れ
ば
、
提
唱
し
た
当
時

は
、
い
ず
れ
も
疑
問
視
さ

れ
、
相
手
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
。 

●
３
氏
と
も
、
提
唱
し
た

理
論
を
裏
付
け
、
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
次
段
階
に
向
け

た
研
究
と
後
輩
指
導
に
あ

た
っ
て
き
た
。
頭
が
下
が

る
思
い
だ
。
短
気
な
小
生

に
は
相
像
も
つ
か
な
い
信

念
だ
。 

●

受

賞

の

印

象

で

も

「
ず
っ
と
前
に
打
ち
立
て

た
理
論
。
た
い
し
て
う
れ

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

は
。
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
の

違
い
を
強
烈
に
感
じ
た
。

小
生
な
ん
か
は
「
何
と
か

大
臣
の
受
賞
」
で
も
、
嬉

し
く
て
眠
れ
な
い
の
に
。 

●
人
間
・
生
涯
前
進
あ
る

の
み
。
ゆ
っ
く
り
で
も
い

い
か
ら
立
ち
止
ま
ら
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

を
一
ゲ
ー
ム
に
つ
き
３
０

点
加
算
。
参
加
者
全
員
分

の
い
ろ
い
ろ
な
景
品
を
順

位
に
応
じ
て
用
意
し
、
ス

コ
ア
を
競
っ
た
。 

 
競
技
結
果
は
、
第
１
位

は
富
井
武
保
氏
（
自
治

労
・
十
日
町
市
労
連
）
、

第
２
位
は
茂
野
房
枝
氏

（
自
治
労
・
十
日
町
市
労

連
）
、
第
３
位
は
小
林
良

至
氏
（
自
治
労
）
の
方
々

が
入
賞
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
実
行
委
員
の
準

備
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、
参

 

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 

職
場
を
越
え
て
交
流
楽
し
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
汗
流
す 

 

１
０
月
３
日(

金)

午
後
７
時
か
ら
「
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
ド
リ
ー
ム
ボ
ウ
ル
長

岡
に
て
開
催
さ
れ
た
。
仕
事
終
わ
り
に
も
関
わ
ら
ず

３
９
名
が
参
加
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
元
気
に
実

施
さ
れ
た
。  

連合中越 

２
組
合
が
名
称
変
更
や
総
連
加
盟 

大
会
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト 

ディーセントワーク 

キャラバン行動 

前日：柏崎地協～十日町 
10月14日(火)十日町･南魚沼･北魚沼 
10月15日(水)小千谷･長岡 
10月16日(木)長岡･栃尾･見附 

～県央地協へバトンタッチ 

連
合
中
越
見
附
支
部
顧
問 

川
島
和
男
の
死
を
悼
む 

 来年5月に施行の裁判員制度に焦点を当て、 

 DVD鑑賞並びに講演会を企画しました。 

 制度が始まる前に皆さんで知識を深めましょう。 

日時：１０月２５日(土)   講師：船山 尚吾弁護士 

会場：長岡市勤労会館   参加費：無料 
   （3F大ホール） 

時間：9:00～受付  9:30～開会挨拶 

    9:35～裁判員制度DVD鑑賞(地裁長岡支部提供)     

     10:30～講演「裁判員制度の概要と課題」 

    11:00～終了予定 

青年・女性に関わらず、 

より多くの組合員の参加お待ちしてます 

◎要申込み  10月20日(月)まで 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
ノ
ー
天
気 

暗
い
時
代
に 

希
少
価
値
）
（
マ
イ
ホ
ー
ム 

建
て
た
パ
パ
だ
け 

部
屋
が
な
い
）
（
妻
よ
り
も 

ご
み
の
仕
分
け
が 

う
ま
く
な
り
）
（
儲
か
る
と 

誘
っ
た
人
が 

職
探
し
） 

 

 
 

 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

 
 

 

 

 

連合見附支部だより 連合栃尾支部だより 

新潟第１区･民主党公認 

西村ちなみ 

新潟第２区･民主党公認 

わしお英一郎 

新潟第６区･民主党公認 

つつい信隆 

新潟第３区･民主党公認 

黒岩たかひろ 

新潟第４区･民主党公認 

菊田まきこ 

政
権
選
択
選
挙
で
す 

衆議院選挙区の本県の区割り 

政権交代 

 実りの秋となり、７月下旬に種をまいたソバが順

調に育っています。収穫の為のボランティア活動は

１０月２６日（日）を予定しています。気になるの

はいつ解散総選挙になるのかですが、両方の実とも

確実に刈り取り（勝ち取り）、後でうまいソバ食を

べたいものです。そんな昨今の中ですが、前支部長

の川島和男さんが突然の脳梗塞のため７月２日お亡

くなりになりました。支部を長年引っ張ってこられ

た努力に感謝し、ご冥福をお祈りします。 

 １０月７日(火)１８：３０から栃尾文化センターにて

「栃尾地区平和の集い」が８０名の参加を得て実施開催さ

れました。 

 長岡戦災資料館の古田島館長より、長岡空襲の被災体験

から、平和の尊さを考える講演を受けました。B29による

焼夷弾攻撃による被災と同時に、栃尾地域からもたくさん

の救援隊が長岡に向けられたことなどが分り良く話され、

「平和の尊さと平和を守る個との大切さ」が訴えられた。 

 続いて、深田栄広・美恵子によるジャズの生演奏。軽快

なリズムが６曲続き、続くリクエストタイムでも次々と演

奏が行われ、びっくりしました。 

 平和の尊さと、秋の文化に触れた、良いひと時でした。 

栃尾地区 

平和の集い 

上:古田島館長の講演 

 

左:深田夫妻の生演奏 




